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配置換え人事（平成17年11月１日付）

・法人本部総務部課長　　　村田　勝（教務課長）
・学事課長　　　　　　　　辻原　陽一（法人本部総務部課長）
・教務課長　　　　　　　　坂口　浩隆（学長事務室長）
・法人本部総務部課長補佐　高田　和則（学生課学友会館主事）
・学事課長補佐　　　　　　小川　康生（学長事務室長補佐）
・学事課課員　　　　　　　谷垣内　美由紀（教務課課員）

・学事課課員  加藤　由紀（教務課課員）
 　  〃　　 川田　育実（教務課課員）
   　〃　　 久保田　玲子（教務課課員）
   　〃　　 塩田　千恵子（教務課課員）
 　  〃　　 楢原　弘子（教務課課員）
 　  〃　　 丸田　芳子（教務課課員）

学 事 課

11／13 第4回薬膳公開講座

研究助成・受託研究等採択状況

教 員 の 出 版 物
著者は、本学教員のみ記載、（　）内は出版社、発行年月

研究種目

基盤研究（C) 少子高齢化社会における個人の金融行動－ライフサイクル理論の検証－ 140万円吉川 卓也 助教授（大学　流通科学部）

研究代表者 研 究 課 題 名 平成17年度交付額

表彰のお知らせ

平成17年度課題研究調査研究費（社団法人全国保育士養成協議会）「効果的な保育実習のあり方に関する研究3－保育実習指導のミニマムスタンダード－」

加工油脂栄養研究会賞

〈研究者〉
那須 信樹 助教授
（短期大学部 幼児保育科）
交付金額／6,550,000円

〈研究者〉
那須 信樹 助教授（短期大学部 幼児保育科）
長谷川 優（大学 人間発達学部３年生、
パネルシアターくらぶＰＥＣ・ペク代表）
交付金額／100,000円

古賀 民穂 教授
（短期大学部 食物栄養科）

　昨年度公表した保育実習指導にかかるミニマムスタンダード（標準的事項）の“試案”を受けて、引き続き保育実習の理念なら
びに各保育士養成校の実習指導の進化と深化に資することを目的としながら「保育実習指導のミニマムスタンダード」の策定を
試みたものである。とりわけ、養成校の実習指導者と実習施設の指導担当職員相互が共有できるミニマムスタンダードを構築す
ることを念頭に、全国保育士会など保育士関連の職能団体にも協力を得ながら研究を展開した。

城南区やる気応援事業助成金（福岡市（城南区））「学生参画による地域の子育てコミュニティ支援」

　パネルシアターくらぶＰＥＣ・ぺく（児童文化部）においては、地域の子育て支援に学生が参画することの可能性とその意義
を探ることを目的とした活動を継続的に行ってきている。平成17年度は、本学が所在する城南区を活動の拠点に、区内の公民
館での公演活動や城南市民センターでの子育て支援イベント「のびのび夢ひろばじょうなん」に企画の段階から参画。当日も、
運営スタッフとしての活動やミニ公演を実施。当日の映像は、福岡市広報テレビ（Web）番組「どんな街！ふくおか」にて公開中。
（http：//www.tv.city.fukuoka.jp/）

日本消費経済学会（日本学術会議第３部登録学会）学会賞研究奨励賞

宮地 晃輔 助教授
（短期大学部 家政経済科）

Ｎブックス
生理学

大学　栄養科学部　教授
青峰　正裕 共著

（建帛社　平成17年９月）

新 公衆衛生学
－社会・環境と健康－

大学　栄養科学部　教授
金出　明子 共著

（光生館　平成17年11月）

九州観光マスター検定
２級公式テキスト

大学　流通科学部　助教授
片山　富弘 編著

福岡商工会議所　
平成17年10月( )

日本企業の環境会計
－信頼性の確立に向けて－

〔増補版〕

短期大学部　家政経済科　助教授
宮地　晃輔 単著

（創成社　平成17年10月）

アメリカのキリスト教
原理主義と
政治支援団体

短期大学部　幼児保育科　教授
大関　敏明 単著

（文芸社　平成17年11月）

子どもの心の
学び方

短期大学部　幼児保育科　教授
久富　さよ子 単著

西日本法規出版（株）
平成17年10月( )

効果的な保育実習の
あり方に関する研究3

－保育実習指導のミニマムスタンダード－

短期大学部　幼児保育科　助教授
那須　信樹 共著

(社団法人全国保育士養成協議会  平成17年９月)

平成17年度科学研究費補助金の交付決定(追加採択分)

　短期大学部食物栄養科の古賀民穂教授が、平成17年10月
に開催された第13回加工油脂栄養研究会において、加工油脂
栄養研究会賞を受賞した。加工油脂栄養研究会は、日本マー
ガリン協会、日本食品油脂検査協会が主催するもので、前身
のトランス酸研究会から22回目となる歴史ある研究会である。
今回の受賞は、古賀教授のライフワークであるトランス酸研
究が評価されたものである。

　旧大学付属あさひ幼稚園の跡地利用としてテニスコートの拡張
整備工事が、昨年10月末に無事完成しました。一部グラウンドの拡
張と併せて広々とした教育施設に仕上がりました。テニスコートに
ついては、関係部署及び設計事務所と共に検討を重ね、授業及び部
活動が効率よく且つ快適に利用できるコートとして、全天候型のオ
ムニコート２面とクレーコート２面の計４面を設置しました。各テ
ニスコートの特徴は、㈰全天候型のオムニコートは、夜間利用を考
慮して照明設備を併設しました。㈪クレーコートは、テニス練習板
を併設。また、移動式の防球ネットを取り外すことでグラウンドの
有効利用ができるようにしました。

　平成17年10月短期大学部家政経済科の宮地晃輔助教授が、
2005年度日本消費経済学会学会賞研究奨励賞を受賞した。受賞に
あたっては、著書『日本企業の環境会計－信頼性の確立に向けて－』
(創成社刊、2003年)が審査対象となった。本著では、日本企業によ
り実施される環境会計のなかで、企業外部者を対象に公表される
環境会計情報の信頼性の確保を目的として、会計監査人における
法定監査としての環境会計監査の枠組みに関する論究を展開した。

　本学の薬膳科学研究所

主催の第4回薬膳公開講

座、テーマ「薬膳を食べて

学んでヘルシーライフ」が、

福岡市博多区のパピヨン

24・ガスホールにて開催

された。（後援：駐福岡大

韓民国総領事館、韓国観

光公社、福岡県、福岡県工

業技術センター）公開講座では韓国の重要無形文化財38号「朝鮮王

朝宮中飲食」の技能保有者候補であり、NHKドラマ「チャングムの誓

い」で宮廷料理監修を務めた韓国・宮中飲食研究院 韓 福麗院長に

よる特別講演「チャングムのドラマを通した宮廷食文化の紹介」、産

業医科大学産業生態科学研究所臨床疫学 徳井教孝講師による講演

「韓国の食と健康」のほか、韓国家庭料理研究家の李 秀子氏による

韓国オモニ料理が紹介された。また、西鉄グランドホテルのご協力

により、韓国薬膳料理弁当を作っていただき、試食が行われた。

12／20 食物栄養科特別講演会

　短期大学部食物栄養科主催による特別講演会が、西1号館10階

大講義室にて開催。北島麻利子氏（福岡県薬剤師会薬事情報センタ

ー室長）より、「飲食物・嗜

好品と薬の相互作用」を

テーマに講演が行われた。

食物栄養科の学生のほか

多くの教職員が参加し、

健康食品と薬剤との相互

作用など日常身近な話題

に対しメモをとりながら

熱心に聴講した。

1／20 第2回流通科学研究科セミナー

　本学の大学院流通科学研究科主催の第2回流通科学研究科セミナーが、西4号館

2階大講義室にて開催された。このセミナーは、平成16年4月の大学院流通科学研

究科開設に伴い、平成14年度から開催していた「流通科学部セミナー」を変えて開

催されたもので、企業関係者をはじめ、官公庁、大学、学生、一般の方々を対象とし

ている。今回のセミナーは「起業家は大学で育成できるのか」を全体テーマとし、第

1部では今年3月で退職される流通科学部の古川公成教授による基調講演（テーマ

「起業家の誕生と大学の役割」）が行われた。第2部では、株式会社フラウ代表取締役

社長 濱砂圭子氏、九州大学大学院法

学研究院 岡田昌治助教授をパネリ

ストとしてお迎えし、パネルディス

カッション（テーマ「起業家マイン

ドを育む活動とその課題」）を行い、

会場からの質問も交えた熱心な討

議がなされた。また、引き続き、講師

や参加された企業の方々、本学教職

員との交流会も行われた。

「食物栄養科のあゆみ」発刊

　本学短期大学部食物栄養科においては、教育の充実を最

重要課題としてFDの推進をはじめ各種活動に取り組んで

いる。これら日常の取り組み、活動を記録し、これを基とし

てさらなるFDの推進を図り、さらには学科の将来目標検討

の資料とすべく「食物栄養科のあゆみ」を上梓した。本冊子は、

第1部を学科のあゆみとし、入学試験の状況、学科内FD推進

の取り組み、教育の充実・高度化への取り組み、就職支援活

動など、学科の日常の取り組みについてまとめた。第2部は、

学科教員（助手・副手を含む）の研究活動および社会におけ

る活動についてまとめた。収録の期間は、第1部は平成15年度までとし、第2部は平

成14年度と15年度の２年間とした。現在、平成16年度のあゆみについてまとめ近

く発刊の予定としている。　　　　　　 （短期大学部食物栄養科主任　橋本俊二郎）

11／26 地下鉄七隈線沿線３大学合同シンポジウム

　11月26日、本年2月

に開業した福岡市地下

鉄七隈線沿線の中村学

園大学、福岡大学、福岡

歯科大学の3大学が連

携し、市民の健康づく

りに貢献することを目

的とした合同シンポジ

ウムが、福岡歯科大学

にて開催された。「食と

健康」をメインテーマとして、各大学の教育研究の特色に基づいた

講演のほか、参加者からの質問・相談に答えるＱ＆Ａの時間も設け

られた。講演のテーマ等は次のとおり。

・メインテーマ 「食と健康」

・サブテーマ 「知っていますか歯周病の恐怖－せまりくる生活習慣病」

・講演テーマ
（１）福岡歯科大学 「歯周病と糖尿病」  演者：坂上 竜資（歯周病学分野教授）
（２）福岡大学 「糖尿病は万病のもと」  演者：安西 慶三（血液・糖尿病科講師）
（３）中村学園大学 「食事で糖尿病を予防し改善しよう」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   演者：今井 克己（栄養科学部助教授）

空手道部が全日本出場

　去る11月20日に第49回全日本大学空手道選手権大会（団体戦）が開催されまし

た。全国から地区予選を勝ち抜いた大学が、男子64校、女子68校出場しました。本

学からは男女ともに出場しましたが、女子は去る6月5日に開催されました第43回

西日本大学空手道選手権大会でベスト8に進出し出場権を得ました。男子は全九州

大会でベスト8に入り、審判団の推薦で九州の6大学の枠に入り出場権を得ました。

結果は男子が一回戦で早稲田大学に1対4で敗退しました。女子は一回戦で山梨学

院大学に2対1で勝ち、二回戦で中京大学に1対2で敗退しました。空手道部は、今年、

同好会からクラブに昇格したばかりで、昨年、女子が大会に初出場し、今年からは

男子も出場するようになりました。現在、部員は16名で週三回の練習を頑張ってい

ます。来年は益々パワーアップし、文武両道を合言葉に、全員の力で頑張っていき

ます。やる気のある方なら初心

者でも大歓迎です。是非、入部し

て下さい。最後に今年度の団体

戦の戦績をお知らせいたします。

● 北部九州大会
　 男子３位
● 九州インカレ
　 男女ともにベスト８
● 全九州空手道大会
　 男子ベスト８、女子３位

教 職 員 の 動 きテニスコートの拡張整備について（報告）

事務組織変更のお知らせ
平成17年11月1日から、事務組織の一部が次のとおり変更になりましたので、お知らせいたします。

※これまでの学長事務室と教務課の学部事務支援係の業務を整理・統合し、新しく「学事課」が設置
　されました。（学長事務室は廃止）�       

学長事務室

教務課（学部事務支援係）












